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実査予算は前年の 8 月に要求して、年末に財務省内示とのスケジュールですが、6 月調査の
ため、調査関係書類の印刷等の準備予算は、さらに 1 年前に要求し、調査準備を進めると
のスケジュールになっています。従って、60 年調査においては、58 年度に卸・小売業、飲






































2 年ほどの出向期間でした。その後、平成 11 年に、再び、商業統計担当の課長補佐として、
経産省に戻って来ました。11 年 6 月には事業所・企業統計調査との同時実施が行われた年
になります。商業統計調査が平成 9 年以降 5 年周期でその中間年（2 年後）に簡易調査とい

































































































品小売業）,食（中分類 58 飲食料品小売業）、住（中分類 59 機械器具小売業、60 その他の
小売業）にわたる各種商品を小売りしていて、衣、食、住の販売比率が各々10％以上 70％










業統計独自の格付けとして、「卸売業の小分類 511 から 559 までの小分類を生産財（511、
532、533、534、535、536）、資本財（531、541、542、543、549）、消費財（512、513、
521、522、551、552、553、559）の 3 財に分け、3 財にわたる商品を販売していて、各財



































































































































































用基準を 60 年に定めた時分のことであります。具体的には、57 年調査と 60 年調査で「市
区町村偏」の産業別表章において、秋田県内のある市で、57 年に一店舗あった百貨店が廃




























商業統計調査の結果では、卸売業の市場規模（販売額）が 450 兆円程度、小売業が 150 兆








































































































































































ですから。トータルでは 10 年かかりました。 
 
今井：この検討会の座長を務められた清水先生や委員として参加されていた舟岡先生にも
様々ご指導をいただきました。また、その後の調査の設計にあたっては、今は亡き松田先
生を青森まで訪ね、一対一で講義を受けたこともありました。「俺がお前にできることは講
義することしかない」とよくおっしゃっておられました。夜間にも何回か経産省まで来て
もらって個別に指導を頂きました。調査の設計自体は松田先生が描いていた構想とは、や
や異なりましたが、熱心にご指導をいただきました。多くの先生方から様々なご指導をい
ただき、重ね重ね感謝しかないです。 
 
菅：今日は本当にありがとうございました。貴重なお話をありがとうございました。 
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